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はちのへ掘り
－八戸市埋蔵文化財ニュース第 18 号－

day

貝塚の位置を特定！　～一
いち

王
おう

寺
じ

(1) 遺跡〜

約 80 年前の調査坑で、縄文時代前期の貝層を確認しました。白くまばらにみえる部分が貝殻や魚などの骨です。

動物の角や骨で作られた道具・骨角器
左から、獣骨製の銛頭（5.6cm)、鹿角製の釣針（4.5cm)、獣骨製
の針（4.2cm)。

　一王寺 (1) 遺跡は、八戸市大字是
これ

川
かわ

にある

縄文時代の遺跡で、中
なか

居
い

遺跡・堀
ほっ

田
た

遺跡とと

もに「是川石器時代遺跡」として国の史跡に指
定されています。本遺跡では今から約 80 年前

に貝塚の発掘調査が行われ、当時の調査記録

や貝塚からの出土遺物が残されています。し

かし、現在の地表面では貝塚の痕跡は確認で

きず、詳細な位置は不明となっていました。

　平成 26 年度に内容確認調査を行った結果、

約 80 年前の発掘調査坑を発見することがで

きました。また昔の調査坑からは、たくさん

の縄文土器と一緒に動物の骨・魚の骨・貝殻、

動物の骨や角で作られた道具が出土しました。

　　　　　　　　　　　　　　（次頁につづく）

銛
もり

頭
がしら

釣
つり

針
ばり

骨
こっ

針
しん

縄文時代中期の土器を多く含む層
今から約 4,900 ～ 5,100 年前

縄文時代前期の土器と
少量の貝を含む層
今から約 5,200 ～ 5,300 年前

縄文時代前期の土器と
多くの貝・骨を含む層
今から約 5,500 ～ 5,800 年前

十和田火山から降った
中掫軽石を含む層
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縄文時代の貝塚がある集落～一
いち

王
おう

寺
じ

(1) 遺跡～

一王寺 (1) 遺跡の今年度調査地点及び貝塚の位置

平成 26 年度の調査で発見された２つの旧調査坑
写真上が、大山史前学研究所により調査された調査坑　　
写真下が、長谷部・山内により調査された調査坑

　一王寺 (1) 遺跡は、八戸市の中心部から南へ

約４km、新
に

井
い

田
だ

川の左岸に立地します。遺跡西

側は標高約 100m の丘陵、東側は新井田川へ向

かう標高 18 ～ 44m の緩斜地となります。総面

積は 32 万 6 千㎡に及び、縄文時代前期から中期

の円筒土器文化期を中心とした大規模な集落で

す。

　発掘調査は「是川縄文の里整備事業」の一環

として、史跡を整備・活用するため、遺跡の内

容を確認する目的で行っています。26 年度の調

査地点は遺跡中央から南西寄りの、昭和 32 年の

史跡指定地内に位置します。今回の調査の最大

の目標は、かつて貝塚の調査が行われた場所を

特定することでした。

　本遺跡の貝塚には、戦前に行われた３つの調

査記録が残っています。ひとつは大正 15（1926）

年に行われた、東北帝国大学の長
は

谷
せ

部
べ

言
こと

人
んど

・山
やま

内
のうち

清
すが

男
お

によるものです。この調査で出土した縄

文土器が標識資料のひとつとなり、円
えん

筒
とう

式
しき

土
ど

器
き

が設定されたことで有名です。また、貝塚が確

認され、調査地点の字
あざ

名から「中
なか

居
い

貝塚」と報

告されました。ふたつめの調査は、昭和４（1929）

年の大山史前学研究所の宮
みや

坂
さか

光
こう

次
じ

・池
いけ

上
がみ

啓
けい

介
すけ

に

よるものです。長谷部・山内の調査区近くで発

掘が行われています。土層の堆積状況の記録や、

出土した獣骨・魚骨・貝類の種類同定など詳細

な情報が報告されています。さらに同年に泉山

岩
いわ

次
じ

郎
ろう

・斐
あや

次
じ

郎
ろう

兄弟も調査しています。この調

査で出土した骨・貝、骨角器などは、泉山コレ

クションとして残されています。

　こうした記録から調査場所を絞り込み、平成

26 年８月１日から 10 月 31 日に発掘調査を行

いました。調査の結果、人為的に埋め戻された

とみられる約３×３ｍの四角い穴を２つ発見し

ました。この穴から縄文土器や石器のほか、獣

骨・魚骨、貝、釣
つり

針
ばり

・銛
もり

頭
がしら

などの骨角器が出土し、

かつて発掘調査が行われた貝塚の場所が明らか

となりました。２つの穴は、前述の３つの調査

記録と照合すると、ひとつが長谷部・山内によ

るもの、もうひとつが大山史前学研究所による

ものと考えられます。

　貝塚といえば、貝殻だけがぎっしりと山のよ

うに堆積したようすを想像されると思います。

しかし、本遺跡は土の中に貝殻や魚骨・獣骨が

まばらに混じる貝塚です。一般的な貝塚は海や

湖に面しているのに対し、本遺跡は当時の海岸

線から離れていたとみられ、内陸に立地する貝

塚の特徴をよくあらわしています。（横山　寛剛）

今年度の
調査範囲

居住域,捨て場居住域,捨て場

今年度の
調査範囲

居住域居住域

祭祀、貯蔵穴祭祀、貯蔵穴

捨て場捨て場

（　　　　　　破線は推定）

昭和 32年史跡指定地
史跡範囲

水脈

遺跡範囲

1：10000 200m0

←  貝塚の位置←  貝塚の位置
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　熊野堂遺跡は、八戸市中心部から西に約１

km、馬
ま

淵
べち

川沿いの標高 16m の低位段丘上に

立地する奈良時代から平安時代の遺跡です。

昭和 62 年（1987）に区画整理に伴う発掘調

査により、平安時代の大規模な集落で、集落

の一部を堀がめぐる「環
かん

濠
ごう

集落」「防
ぼう

御
ぎょ

性
せい

集落」

といわれる集落であることが明らかになって

います。

　26 年度は、昭和 62 年の調査地点の東側で、

アパート建築に伴い約 2,500 ㎡の発掘調査を

実施しました。調査の結果、竪穴住居跡・土坑・

溝跡・鍛
か

冶
じ

炉
ろ

などが検出されました。遺構は

調査区全体に分布し、集落内で繰り返し住居

や土坑が営まれていました。

　97 棟検出された竪穴住居跡は、ほとんどが

平安時代の遺構です。調査区南側では、大規

模な溝跡が東西方向にのびていました。昭和

62 年の調査地点南側でも同じような溝跡がみ

つかっており、今回の溝跡とつながって集落

の北側を囲んでいたと考えられます。溝跡の

機能には、区画や防御などが考えられます。

　出土遺物では、土師器・須恵器のほか、鉄
てつ

鏃
ぞく

や鎌・紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

といった鉄製の生活用具が出

土しました。鉄製品には農具のほか、武具

（小
こ

札
ざね

）や馬具（兵
ひょう

庫
ご

鎖
くさり

）、信仰にかかわる道

住居内に作られた鍛冶炉
中央をくぼめて周囲に粘土を土手状に貼りつけています。左上
方には羽口を据えた痕跡が残ります。

調査区の南側で東西方向に走る大規模な溝跡
幅最大 3.6m・深さ 2.4m で底は平らにつくられています。

堀がめぐる平安時代の大集落～熊
くま

野
の

堂
どう

遺跡～

具（錫
しゃく

杖
じょう

状
じょう

鉄製品）も含まれています。竪穴

住居跡の中には鍛冶炉がつくられ、鉄の加工

によってできる鉄
てっ

滓
さい

や鍛
たん

造
ぞう

剥
はく

片
へん

が出土しまし

た。鍛冶炉や鉄滓の出土から、鉄製の道具類

が集落内で生産されていたことがわかります。

　多数の遺構や豊かな生活用具から、熊野堂

遺跡は馬淵川下流域の拠点的な集落のひとつ

であったと考えられます。

　集落内で多くの施設が繰り返しつくられて

いる状況や、集落の一部を大規模な溝がめぐ

る様相は、熊野堂遺跡から馬淵川を挟んだ対

岸約４km に位置する林ノ前遺跡でも共通して

みられるものです。平安時代の八戸地域にお

ける拠点的な集落のあり方や生業を考える上

で重要な遺跡といえます。　　　（船場　昌子）
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飛鳥～奈良時代の鍛
か

冶
じ

～白
はく

蛇
じゃ

遺跡～

城館の外側に建物跡を発見～根
ね

城
じょう

跡
あと

岡
おか

前
まえ

館
だて

～

ふいごの羽口　長さ 10.2cm竪穴住居跡

調査区西側（写真右側）でみつかった掘立柱建物跡の柱穴から、15 世紀
前葉の陶磁器が出土しました。

　根城跡は、馬淵川沿いの段丘上に位置する、

根城南部氏が居城とした東北北部を代表する中
世城館で、国の史跡に指定されています。八つ
の曲

くる

輪
わ

で構成されています。26 年度の調査区は、
城館の外縁を巡る三番堀の南に位置し、本来は
城館の外側にあたります。
　発掘調査により、柵列２基、掘立柱建物跡 13
棟、竪穴建物跡３棟、土坑墓 1 基、土坑 26 基、
井戸跡４基、溝跡７条などの遺構がみつかりまし
た。出土遺物から、これらの遺構群は南部氏が
権勢を誇った「城郭期」の 15 世紀代・16 世紀
代に帰属すると考えられます。中国産青白磁梅

めい

瓶
ぴん

・陶器壺や瀬戸産陶器の瓶
へい

子
し

・花瓶といった
格の高い遺物も出土しました。調査区周辺に関
わる記録や伝承は残っていませんが、城館内と

　白蛇遺跡は、八戸市南西部の上野地区に位置する飛鳥〜奈良時代の集落跡で、馬
ま

淵
べち

川を南にのぞむ

標高 29 〜 35m の河岸段丘上に立地しています。平成 26 年度の調査では、竪穴住居跡 8 棟、掘立柱

建物跡 2 棟、溝跡 3 条などを検出しました。

　今回の調査で注目されるのは、竪穴住居跡で鍛冶に関連する遺物である、ふいごの羽口と鉄
てっ

滓
さい

が出

土したことです。ふいごは、鉄を加工する際に高温を維持するため、火に空気を送りこむ道具です。ふ

いごの先端の火にさしこむ部分は、燃えてしまわないように土で作られます。この部分が羽口です。出

土した羽口も、強い熱を受けて変色していました。鍛冶の際に溶け落ちて固まった鉄滓が同時に出土し

ていることから、遺跡の周辺で鍛冶が行われていた可能性が考えられます。

　八戸地域の同時期の遺跡では、鍛冶に関連する遺物はほとんど出土していません。八戸における鉄

利用の歴史を考える上で重要な発見となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　（西村　広経）

同等の暮らしぶりが推察できます。みつかった遺
構群が根城跡の外でどのような性格をもってい
たのかは、今後の検討課題となります。
　　　　　　　　　　　　　　　（苧坪　祐樹）
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特別展「トーテムポールの人びと」

トーテムポール 魚叩き棒 儀礼用仮面
北西海岸先住民は、一族におこった特別な
出来事を記念してトーテム（祖先と特別な
関わりのある動植物や自然現象）をデザイ
ンした柱を立てます。旧北海道開拓記念館
蔵。高さ 3.6 ｍ。

サケなどの魚の頭を叩く棒。素材は堅い木で
すが、丁寧に装飾されていることから、再生
儀礼の道具とも考えられます。北海道立北方
民族博物館蔵。左の長さ 45.5cm。

ワタリガラス形の仮面。北西海岸先住民の神
話では善と悪、両方の働きをする存在として
登場します。北海道立北方民族博物館蔵。長
さ 123.8cm。

開催期間　8 月 1 日（金）～９月 15 日（月）

開催期間　10 月 11 日（土）～ 11 月 24 日（日）

　開館から４年目の是川縄文館では、春季企画展「掘り day はちのへ」のほか、以下の特別展・
企画展を開催しました。
　特別展「トーテムポールの人びと～漁労・狩猟採集民のくらし～」は北太平洋に広がるサケ・
マス文化圏を横軸とし、北米の北西海岸先住民と縄文文化の資料を紹介し、縄文から現代に至る
八戸のサケ漁を縦軸として展示紹介しました。北西海岸先住民はトーテムポールの人びととして
知られ、不思議で美しい文様や巧みな木工技術をもち、気前の良さを競う “ポトラッチ” という
祭宴を行うなど、縄文文化を考える上で古くから注目されています。また今回は、特別展のプレ
イベントとして北方民族の文化やくらし、民族学と考古学についての考古学講座を開催しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小久保　拓也）

　平成 23 年から３ヵ年かけて実施した、東京大学大学院新領域創成科学研究科環境史研究室との
共同研究「古八戸湾変遷と集落生態系の復原」の成果を展示紹介しました。共同研究では八戸地
域の各所で実施した地質調査と、採取した土柱（コア）による年代測定や花粉分析などを行いま
した。
　縄文時代の前半の八戸地域では十和田火山の巨大噴火や、気候変動による海面上昇などの環境
の変化がありました。とくに縄文時代早期後半（約 8,000 年前）には海面上昇がピークに達し、
研究上知られる「古八戸湾」のほか、「古奥入瀬湾」と「古新井田湾」があり、かなり海が入りこ
んでいたことがわかりました。長七谷地貝塚で出土したオオノガイやハマグリは、十和田火山の
火山灰が低地に堆積し、その上に海が入り込んだためできた「古奥入瀬湾」の広大な干潟で育ま
れたものです。縄文人は、環境の変化を利用して生活していたことがわかりました。（小久保　拓也）

秋季企画展「海と火山と縄文人」

共同研究による地質調査 火山灰をさわってみようコーナー 類家自然貝層のマガキ
人力・手動のボーリング調査で１回につき
直径 6cm 長さ 33cm の土柱（コア）が採取
できます。採取したコアをつないで地質柱
状図を作り、土の重なり方を明らかにしま
す。

十和田火山の噴火による「八戸火砕流」「二
の倉ｽｺﾘｱ群」「南部軽石」「中掫軽石」は八戸
地域の遺跡調査においては年代を理解するた
めの鍵となる火山灰です。

八戸市諏訪の下水道工事中、地下 6m から見つ
かった縄文時代前半の貝殻。八戸の低地は当
時、海が入り込んでいました。八戸市博物館蔵。
左の長さ 32cm。
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平成 26 年度是川遺跡出土品保存修理事業

＜石斧の柄（木製品）＞

＜赤色漆塗注口土器＞

　平成 23 年度に重要文化財に追加指定された是川中居遺跡の出土品について、欠損した部分の補

修や脆い部分の補強を毎年行っています。平成 26 年度は縄文土器５点、石斧の柄・掘り棒各１点、

木
もく

胎
たい

漆
しっ

器
き

１点、漆塗りの樹
じゅ

皮
ひ

製
せい

容器３点の修理と保存用の台座を作成しました。　　（横山　寛剛）

是川遺跡の研究者たち　④杉
す ぎ

山
や ま

 壽
す

榮
え

男
お

　昭和 7 年 (1932)、是川遺跡の出土遺物をま

とめた図録が刊行されました。それは『日本

石器時代植物性遺物図録』というもので、東

北帝国大学の喜田貞吉と図案家の杉山壽榮男

により編集されたものです。この図録の図面

は杉山が描いたもので、特に漆製品などは、

カラーで写真のように正確に描かれています。

　彼は、明治 18 年 (1885) 東京で生まれ、東

京高等工業学校 ( 現在東京工業大学 ) の工業図

案科に入学し、在学中に東京帝室博物館の高

橋健自と知り合い、考古学に興味を持ったも

のと思われます。昭和 2 年 (1927) 春、泉山

岩次郎より中居から木製品が出土したことを

知らされ、実際に泉山宅を訪れ、その時写生

した資料を『人類学雑誌』に紹介しています。

それがきっかけとなり、その後の発掘調査に

も参加するようになり、次第に是川遺跡に関

心を持つようになりました。昭和 5 年 (1930)

には、八戸郷土研究会発行の『青森県是川村

石器時代遺物絵葉書』に解説を書き、昭和 7

年の『是川遺蹟』記念碑建立に際し、大阪毎

日新聞社の本山彦一から寄付を頂いてきてい

ます。また、図録作成にあたっては、泉山か

らかなりの信頼を受けていたのか、遺物を東

京まで借り受け、修理・写真撮影・実測を行っ

ています。

　その後は、以前から興味を持っていたアイ

ヌ工芸を主に研究対象としています。彼は当

時の人類学者や考古学者とは違い、原始工芸

文様の研究者であり、是川遺跡の遺物を世間

に広めた人物です。　　　　　　　（村木　淳）

修理前 ( 口縁部を欠損） 修理中 ( 樹脂で欠損部を成形） 修理完成 ( 復元部が見分けられるよう彩色）

① 修理前に X線写真で遺物の状態を確認 ② 修理完成 (３つの部品を接合）

③ 遺物の型をとって作った専用の台座です ④ しっかりと固定され、安全な状態で保管できます



‐7‐

遺物展示会場のようす

平成 26 年度八戸市遺跡調査報告会
　平成 26 年 11 月 15 日に、八戸市内の遺跡

発掘調査の主な成果を発表する遺跡調査報告

会を開催しました。今回は、80 名の参加があ

りました。報告会では、飛鳥～奈良時代の白

蛇遺跡（上野地区）、奈良～平安時代の田面木

遺跡（田面木地区）、熊野堂遺跡（長根地区）、

約 80 年ぶりに調査が行われた縄文時代の一

王寺 (1) 遺跡の調査成果の報告を行いました。

　遺物展示会場では、一王寺 (1) 遺跡の貝層

断面の剥ぎ取りや、熊野堂遺跡の平安時代の

竪穴住居跡から出土したほぼ全身の馬の骨な

一年間を振り返って

熊野堂遺跡発掘調査現場にて　馬の骨を取り上げる筆者 一王寺 (1) 遺跡発掘調査現場にて　写真左側が筆者

　４月から 12 月は毎日元気に発掘調査に出掛

け、１月から３月は館内にこもって発掘調査報

告書の作成に従事しました。わからないことや

できないことばかりで、屋外でも室内でも上司

や先輩方に厚いご指導を頂き、とても有意義な

毎日を送ることができました。

　私は階上町の出身で、地元の歴史を学ぶ仕事

は実に楽しく幸せだと感じております。しかし、

この一年間を通して、その責任と難しさを日増

しに考えるようになりました。市民の方がたに

八戸の歴史の貴さや面白さを伝えられるよう、

これからも日々考え、いつか実践できるよう精

進していきたいと思います。

（苧坪　祐樹）

　八戸から直線距離で 1,200km ほど離れた山

口県で生まれ育った私にとって、八戸との縁は

縄文文化を研究しているということだけでし

た。慣れない気候、慣れない言葉、様々な壁に

ぶつかりながらも、経験豊富な先輩方、優しい

現場の作業員の皆様に支えられ、なんとか一年

間を過ごすことができました。どこの現場に

行っても、初めて見るものや、初めて知ること

ばかりで、とても勉強になりました。とりわけ、

一王寺（1）遺跡の調査を担当させていただい

たことはかけがえのない経験です。

　八戸には貴重な文化財がたくさんあります。

そのすばらしさを、少しでも多くみなさんにお

伝えできるよう邁進して参ります。（西村　広経）

どを展示しました。

　遺跡調査報告会の資料は、是川縄文館のホー

ムページに掲載していますので、是非ご覧く

ださい。　　　　　　　　　　  （田中　美穂）
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試掘・確認調査

本調査

遺跡位置図

館平遺跡

重地遺跡雷遺跡

八幡遺跡

千石屋敷遺跡

松ヶ崎遺跡

櫛引遺跡

白蛇遺跡

新井田古館遺跡

八戸城跡

一日市遺跡

直渡(3)遺跡

咽平遺跡

泉沢(1)遺跡

稲荷後(3)遺跡

石橋遺跡

浜道通遺跡

新田遺跡

一王寺(1)遺跡

田面木遺跡

中居林遺跡

山内遺跡

帽子屋敷遺跡

市子林遺跡

前川目遺跡

根城跡岡前館

熊野堂遺跡

遺 跡 名 調査 調査原因 調査期間 調査面積（㎡） 主な時代

市
内
遺
跡
発
掘
調
査
事
業

山内遺跡① 試掘調査 個人住宅建築 H26.4.7 〜 4.8 15.0 縄文・平安・散布地
田面木遺跡① 試掘調査 太陽光発電設備 H26.4.9 8.0 平安・集落跡
帽子屋敷遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H26.4.11 24.5 縄文・貝塚
松ヶ崎遺跡① 試掘調査 太陽光発電設備 H26.4.14 〜 4.16 102.0 縄文・集落跡
市子林遺跡① 試掘調査 個人住宅建築 H26.4.17 0.75 縄文・古墳〜近世・集落跡
田面木遺跡② 試掘調査 個人住宅建築 H26.4.17 21.0 平安・集落跡
八戸城跡第 32 地点 試掘調査 個人住宅建築 H26.4.17 30.0 近世・城館
八戸城跡第 33 地点 試掘調査 個人住宅建築 H26.4.17 30.0 近世・城館
八戸城跡① 試掘調査 個人住宅建築 H26.4.18 29.0 近世・城館
八戸城跡② 試掘調査 店舗兼住宅建築 H26.4.21・H27.1.27 20.0 近世・城館
松ヶ崎遺跡第 18 地点 試掘調査 道路改良工事 H26.4.25・4.28 43.0 縄文・集落跡
山内遺跡第 4 地点 試掘調査 宅地造成 H26.5.7 〜 5.14 359.0 縄文・平安・散布地
新井田古館遺跡第 30 地点 試掘調査 太陽光発電設備 H26.5.9 ～ 5.14,6.25 132.5 中世・城館
松ヶ崎遺跡第 19 地点 試掘調査 事務所建設 H26.5.15 14.5 縄文・集落跡
市子林遺跡第 20 地点 試掘調査 宅地造成 H26.5.16 61.0 縄文・古墳〜近世・集落跡
石橋遺跡 試掘調査 宅地造成 H26.5.19 〜 5.20,6.30 112.5 平安・集落跡
田面木遺跡隣接地 試掘調査 太陽光発電設備 H26.5.20 〜 5.23 240.0 縄文・弥生・奈良・平安・集落跡
新田遺跡 試掘調査 太陽光発電設備 H26.5.23 〜 5.26 84.0 縄文・奈良・集落跡
咽平遺跡① 試掘調査 太陽光発電設備 H26.5.26 〜 5.29 240.0 縄文・奈良・平安・散布地
根城跡岡前館第 60 地点 試掘調査 範囲内容確認 H26.6.3 〜 6.5 214.0 中世・城館
直渡 (3) 遺跡 試掘調査 太陽光発電設備 H26.6.11 〜 6.19 149.0 平安・散布地
中居林遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H26.6.16 10.0 縄文・弥生・平安・集落跡
山内遺跡第 5 地点 試掘調査 宅地造成 H26.6.16 〜 6.30 507.0 縄文・平安・散布地
山内遺跡② 試掘調査 宅地造成 H26.6.16 〜 6.30 230.0 縄文・平安・散布地
稲荷後 (3) 遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H26.6.23 16.5 縄文・散布地
泉沢 (1) 遺跡 試掘調査 道路改良工事 H26.6.26 33.0 平安・散布地
咽平遺跡② 試掘調査 個人住宅建築 H26.6.25 14.0 縄文・奈良・平安・散布地
浜道通遺跡 試掘調査 配水管改良工事 H26.8.4 〜 8.5 11.2 縄文・散布地
一日市遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H26.7.31 4.0 平安・散布地
櫛引遺跡 試掘調査 道路改良工事 H26.8.11・8.19 28.8 縄文・奈良・平安・中近世・城館跡・集

落跡
八幡遺跡第 7 地点 試掘調査 公民館建設 H26.9.30 ～ 10.1 102.0 縄文・弥生・奈良・平安・近世・集落跡
千石屋敷遺跡第 8 地点 工事立会 上水道管設置 H26.10.22・12.3 ～ 4 85.0 中世
市子林遺跡② 試掘調査 倉庫建設 H26.11.4 4.5 縄文・集落跡
前川目遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H26.11.5 5.0 縄文・散布地
松ヶ崎遺跡② 試掘調査 道路改良工事 H26.11.17 ～ 18 37.5 縄文・集落跡
重地遺跡第 6 地点 試掘調査 長芋・牛蒡作付け H26.12.3 ～ 4 170.0 縄文・集落跡
雷遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H26.12.9 ～ 10 18.0 縄文・平安・散布地
館平遺跡第 28 地点 試掘調査 児童館擁壁設置 H26.12.26,H27.1.6 14.0 縄文・平安・中世・集落・城館
八戸城跡 試掘調査 店舗兼住宅建築 H27.1.27 5.0 近世・城館
咽平遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H27.3.17 10.0 縄文・奈良・平安・散布地
根城跡岡前館第 59 地点 確認調査 個人住宅建築 H26.4.17 ～ 4.30 67.0 中世・城館
根城跡岡前館第 61 地点 確認調査 倉庫建設 H26.10.29 ～ 11.5 155.0 中世・城館
根城跡岡前館第 62 地点 確認調査 太陽光発電設備 H26.11.7 ～ 11.28 655.0 中世・城館
一王寺 (1) 遺跡 確認調査 遺跡内容確認 H26.8.1 〜 10.30 600.0 縄文・集落跡
田面木遺跡第 43 地点 本調査 長芋・牛蒡作付け H26.7.28 〜 9.30 1100.0 平安・集落跡

受
託
事
業

松ヶ崎遺跡 本調査 道路改良工事 H26.6.2 〜 6.6 1050.0 縄文・集落跡
白蛇遺跡 本調査 寺院建築 H26.5.8 〜 7.31 4800.0 縄文・奈良・平安・散布地
根城跡岡前館第 60 地点 本調査 宅地造成 H26.10.22 〜 12.13 1271.0 中世・城館
熊野堂遺跡第 2 地点 本調査 アパート建築 H26.7.1 〜 10.31 2554.0 縄文・奈良・平安・集落跡


